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　本記事の執筆依頼と前後して初雪が降った。思えば以前
の編集後記にも初雪の便りを書いたが、どうも編集後期の
執筆依頼が初雪を運んでくることになっているらしい。ま
だまだ本格的な寒さにはほど遠いが、本号が皆様のお手元
に届く頃には、ここ北国では本格的な冬になっていること
でしょう。北国での生活も、すでに１５年以上が経過し、こ
ちらの方言も無意識に口からでるようになったが、冬の寒
さと雪の多さに慣れることはない。
　方言と言えば、数年前から方言がひそかに流行っていた
らしい。大阪弁（関西弁ではない！）が抜けない私にとって

は、とても嬉しいことなのだが、実際に各地の方言を聞く
機会は殆ど無い。先日、高校時代の親友と夕食をともにし
たが、彼はとても流暢に標準語を話し、何だかとても残念
であった。おそらく仕事上では共通語を話す方が便利なの
だろうが、方言を使わなくなると自分のアイデンティティ
ーも無くなったような気がするのは私だけだろうか。
　工業製品は、“標準”を満たすことが絶対条件である。し
かし、言葉は適度に“標準”から外れた方がおもしろいよう
に思う。年末年始の帰郷の際には、大阪弁にどっぷりと漬
かって来ようと思う。 （S. H.）
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